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書

評

篠
原
三
編『

近
代
日
本
の
他
者
像
と
自
画
像
』

菊
　
　
地

動

　
「
玉
石
混
交
」
「
呉
越
同
舟
」
「
暗
中
模
索
」
「
五
里
霧
中
扁
。
世
に
共
同
研

究
の
成
果
な
る
書
物
は
数
多
あ
れ
ど
も
、
そ
の
「
共
同
」
性
な
る
も
の
の
内

実
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
成
果
」
は
書
物
の
う
ち
に
い
か
に
結

実
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
一
般
論
を
述
べ
た
ま
で
の
こ
と
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
書
評
に
対
す
る
先
要
り
の
言
い
訳
で
あ
る
。
篠
原
徹
の
編

に
な
る
九
論
文
を
収
め
た
本
書
は
、
時
間
的
に
は
考
古
学
的
過
去
か
ら
現
在

ま
で
、
空
間
的
に
は
「
大
日
本
帝
国
」
の
諸
地
域
を
カ
バ
ー
し
、
そ
こ
で
組

上
に
載
せ
ら
れ
る
の
は
民
族
学
（
文
化
入
類
学
）
、
民
俗
学
、
歴
史
学
、
考

古
学
と
い
っ
た
学
問
諸
分
野
、
さ
ら
に
は
植
民
地
統
治
、
教
育
、
文
化
財
保

護
、
優
生
と
い
っ
た
政
策
悪
寒
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
対
象
・
主

題
を
一
人
の
評
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
即
し
て
論
じ
る
こ
と
は
、
不
可
能

と
は
い
わ
な
い
も
の
の
、
相
当
に
困
難
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
以
下
の

書
評
が
、
本
書
の
編
者
や
執
筆
者
の
期
待
す
る
土
俵
と
は
、
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
（
以
下
、
引
用
は
頁
数
の
み
表

記
）
。
　
本
書
の
企
図
は
、
そ
の
基
と
な
っ
た
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
題
目
「
国
民

国
家
形
成
過
程
に
お
け
る
日
本
入
の
自
己
認
識
と
他
者
認
識
一
民
俗
学
と

民
族
学
を
中
心
に
一
」
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
現
地

調
査
を
基
軸
に
据
え
た
学
問
は
、
日
本
の
「
内
」
を
対
象
と
す
る
「
民
俗

学
」
と
「
外
」
を
扱
う
「
民
族
学
」
と
に
分
節
化
さ
れ
て
い
る
。
な
に
ゆ
え

等
し
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
…
ク
を
根
幹
と
す
る
学
的
営
為
が
、
一
方
は
自
己
認

識
の
学
と
し
て
措
定
さ
れ
、
他
方
は
他
者
認
識
の
学
と
い
う
役
を
割
り
振
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
近
代
日
本
の
国
罠
国
家
形
成
に
お

け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
条
件
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
条
件
の

形
成
に
二
つ
の
学
問
分
野
か
ら
何
ら
か
の
関
与
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。
学
問
の
再
編
が
内
外
か
ら
叫
ば
れ
る
現
在
に
あ
た
り
、
二
つ
の
門
ミ

ン
ゾ
ク
ガ
ク
」
の
来
歴
を
社
会
的
文
脈
を
踏
ま
え
て
再
考
す
る
こ
と
は
、
両

学
問
の
可
能
性
を
探
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
後
の
「
日
本
（
人
ご
の
自
己

認
識
・
他
者
認
識
の
あ
り
方
に
も
な
に
が
し
か
の
示
唆
を
与
え
う
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
心
に
導
か
れ
た
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
二
つ
の
柱
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
学
史
の
再
検
証
に
よ
り
「
人
種
」
「
民
族
」

「
国
民
」
「
文
化
扁
「
常
民
」
「
民
俗
」
の
対
象
化
と
そ
の
近
代
的
再
編
を
跡

づ
け
る
こ
と
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
国
民
国
家
形
成
と
植
民
地
状
況
の
関
連
性

を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
篠
原
の
次
の
箸
葉
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
日
本
の
内
と
外
を
め
ぐ
る
認
識
史
は
、
民
俗
学
と
民
族
学
が
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
試
み
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
で
は
、
両
者
の
相
補
性
と

同
晴
性
に
着
自
す
る
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
試
み
て
こ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
対
象
と
視
線
に
お
い
て
欄
国
家
の
次
元
』
を
導
入
し
て
、
内
に
あ
っ
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て
の
地
方
の
創
出
と
国
民
形
成
、
外
に
あ
っ
て
の
植
民
地
域
の
創
出
と
国
家

形
成
の
過
程
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
問
認
識
と
結
ぶ
相
互
関
係
に
注
目
し
て
み
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
一
七
；
～
八
）
。

　
各
論
文
の
紹
介
に
移
ろ
う
。
第
一
部
「
植
民
地
と
い
う
表
象
」
は
、
小
熊

英
二
「
金
関
丈
夫
と
噸
民
俗
台
湾
』
　
　
民
俗
調
査
と
優
生
政
策
」
、
木
名

瀬
高
師
「
ア
イ
ヌ
『
滅
亡
嚇
論
の
諸
相
と
近
代
日
本
」
、
中
村
淳
「
〈
土
人
〉

論
i
『
土
人
』
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
展
開
」
の
三
論
文
を
収
め
て
い
る
。

　
小
熊
論
文
は
、
雑
誌
『
民
俗
台
湾
』
を
手
が
か
り
に
、
植
民
地
状
況
で
政

治
権
力
、
研
究
者
、
被
植
民
者
の
三
者
が
繰
り
広
げ
る
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
関
係
性
の
照
射
を
試
み
る
。
「
や
り
た
か
っ
た
こ
と
」
と
「
や
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
」
が
食
い
違
う
の
は
人
の
常
だ
が
、
植
民
地
状
況
に
お
け
る
調
査

研
究
に
は
と
り
わ
け
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
純
粋
な
学
術
的
関
心
に
よ

る
調
査
が
政
治
権
力
に
よ
っ
て
統
治
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

そ
の
逆
に
、
被
植
民
者
の
政
治
的
抵
抗
を
鼓
舞
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

調
査
者
が
何
ら
か
の
政
治
的
意
図
を
抱
く
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
そ
の

成
果
に
直
裁
に
反
映
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
形
質
人
類
学
者
・
金
関
丈
夫

に
主
導
さ
れ
た
『
民
俗
台
湾
臨
は
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

戦
時
下
台
湾
で
漢
人
社
会
の
慣
習
調
査
を
押
し
進
め
た
『
民
俗
台
湾
』
は
、

皇
民
化
政
策
に
抵
抗
し
台
湾
人
の
文
化
的
自
立
を
称
揚
し
た
金
関
ら
の
ヒ

ュ
…
マ
ニ
ズ
ム
と
し
て
評
価
さ
れ
る
一
方
、
逆
に
そ
の
活
動
に
通
即
す
る
植

民
者
と
被
植
民
者
の
非
対
称
な
関
係
姓
を
前
提
し
た
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
や
植

民
地
支
配
と
の
共
犯
関
係
を
批
判
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相
反
す
る
評
餌
を

小
熊
は
次
の
よ
う
に
止
揚
す
る
。
民
族
学
的
素
養
を
備
え
た
金
関
は
、
台
湾

人
の
慣
習
研
究
が
優
生
政
策
の
｝
環
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
た
め
の

調
査
を
構
想
し
て
い
た
が
、
『
民
俗
台
湾
匝
に
そ
の
意
図
を
表
明
す
る
こ
と

は
な
く
、
ま
た
当
時
の
調
査
能
力
が
政
策
的
要
請
を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
、

植
民
地
統
治
へ
の
実
質
的
貢
献
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
活
動
に
文
化

的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
は
け
ロ
を
求
め
た
台
湾
人
が
参
加
し
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
戦
後
台
湾
に
お
い
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
評
価
へ

と
結
び
つ
く
。
こ
う
し
た
『
民
俗
台
湾
曝
を
め
ぐ
る
多
様
な
主
体
の
交
錯
と

分
裂
し
た
評
価
の
あ
り
方
は
、
「
他
者
へ
の
理
解
と
表
象
が
行
な
わ
れ
る
さ

い
に
発
生
す
る
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
さ
」
（
四
八
）
を
示
し

て
い
る
と
小
熊
は
指
摘
す
る
。

　
木
名
瀬
論
文
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
反
復
さ
れ
た
「
滅
び
ゆ
く
ア
イ

ヌ
」
と
い
う
語
り
の
歴
史
化
を
試
み
る
。
社
会
進
化
論
と
い
う
「
科
学
」
の

相
貌
を
備
え
た
「
優
勝
劣
敗
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
「
保
護
」
と
い
う
名
目

の
下
に
ア
イ
ヌ
の
支
配
を
可
能
と
し
、
同
時
に
、
そ
の
学
術
研
究
を
も
正
当

化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
「
滅
亡
」
論
は
、
明
治
初
期
、
モ
ー
ス
ら
外
国
人
研

究
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
「
対
象
」
だ
っ
た
「
日
本
人
」
が
、
そ
の
あ
い

ま
い
な
外
延
を
実
体
化
さ
せ
、
研
究
す
る
「
主
体
」
へ
と
転
換
す
る
た
め
に

呼
び
出
さ
れ
た
キ
ー
・
ス
ト
ー
ン
だ
っ
た
。
や
が
て
「
保
護
」
政
策
の
進
展

と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
の
創
り
上
げ
た
遺
産
を
「
文
芸
」
と
し
て
称
揚
し
記
録

す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
農
開
さ
れ
た
日
常
的
な
支
配
の
実
践
を
切
断
・
隠

蔽
す
る
「
文
学
化
」
さ
れ
た
「
滅
亡
」
論
が
登
場
す
る
。
総
力
戦
期
に
は
、

植
民
地
拡
張
に
と
も
な
う
「
混
血
」
の
進
行
と
い
う
同
時
代
的
課
題
を
受
け
、

「
混
血
」
化
に
よ
る
「
日
本
人
」
へ
の
「
同
化
1
1
進
化
」
を
意
図
す
る
優
生

政
策
的
「
滅
亡
」
論
が
登
場
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
ア
イ
ヌ
自
身
の
運
動

に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
「
滅
亡
」
論
を
強
化
し
「
国
民
」
的

な
物
語
へ
押
し
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
中
村
論
文
は
、
「
日
本
人
」
に
と
っ
て
決
し
て
「
身
近
」
と
は
い
え
な
い
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評書

〈
土
人
〉
の
存
在
が
、
い
か
に
イ
メ
ー
ジ
形
成
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
、

国
語
辞
典
、
国
定
教
科
書
、
学
会
誌
論
文
タ
イ
ト
ル
等
の
博
捜
か
ら
追
跡
し

た
労
作
で
あ
る
。
〈
土
人
〉
と
い
う
画
学
の
そ
も
そ
も
の
意
味
は
「
土
地
の

人
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
明
治
大
正
期
に
お
け
る
〈
ア
イ
ヌ
〉
イ
メ
ー
ジ

の
普
及
が
「
未
開
人
・
野
蛮
人
」
と
い
う
含
意
を
与
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

台
湾
の
〈
蕃
人
〉
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
が
、
そ
の
〈
土
人
〉
の
レ
フ
ァ
ラ
ン
ト

を
南
洋
群
島
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
と
拡
張
さ
せ
て
い
く
。
国
定

教
科
書
に
お
い
て
も
教
化
の
対
象
た
る
く
土
人
〉
は
常
に
国
家
の
周
縁
部
に

見
出
さ
れ
、
植
民
地
の
拡
張
に
よ
っ
て
新
た
な
周
縁
部
に
薪
た
な
〈
土
人
〉

が
見
出
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
で
き
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
近
代
日
本

に
〈
土
人
〉
に
ま
つ
わ
る
具
体
的
情
報
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
は
否
め
ず
、
そ

の
乏
し
い
情
報
を
提
供
し
た
の
が
民
族
学
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
を
刷
り
込
ん
だ
の
が
教
科
書
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
、
と
い

う
見
通
し
を
中
村
は
提
示
し
て
い
る
。

　
第
二
部
「
国
民
国
家
の
内
と
外
」
は
、
高
木
博
志
「
陵
墓
の
近
代
－
歯
薫

霊
と
皇
室
財
産
の
形
成
を
論
点
に
」
、
宇
田
川
洋
「
鳥
居
龍
蔵
・
千
島
ア
イ

ヌ
・
考
理
学
」
、
小
松
和
彦
「
南
洋
に
渡
っ
た
壮
士
・
森
小
弁
　
　
　
『
南
洋

群
島
臨
以
前
の
日
本
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
交
流
史
の
一
断
面
」
の
三
論
文
を
収

め
て
い
る
。

　
高
木
論
文
は
、
日
本
国
家
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
続
け
て
い
る
「
天
皇

制
」
に
「
陵
墓
“
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
近
代
日
本
は
、
国
宝
・
史
跡
な

ど
の
国
民
に
公
開
さ
れ
る
「
開
か
れ
た
」
文
化
財
と
、
御
物
・
陵
墓
な
ど
の

皇
室
に
私
有
さ
れ
る
「
秘
匿
さ
れ
た
」
文
化
財
と
い
う
二
系
統
の
制
度
を
も

つ
と
い
う
。
前
者
が
西
欧
諸
国
と
パ
ラ
レ
ル
な
の
に
対
し
、
後
者
は
日
本
の

固
有
性
を
強
調
す
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
陵
墓
は
、
天
皇
制
を
視
覚

化
す
る
装
置
と
し
て
は
や
く
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
際
、
近
世
に
は

仏
教
的
綴
れ
の
観
念
か
ら
忌
避
さ
れ
た
墓
所
は
、
慶
応
四
年
閏
四
月
七
日

「
山
陵
御
繊
の
審
議
」
を
経
て
「
御
霊
の
宿
る
聖
域
」
へ
と
転
換
さ
れ
る
。

戦
後
の
皇
室
改
革
は
、
陵
墓
の
あ
り
方
に
も
変
更
を
迫
っ
た
が
、
国
有
財
産

で
あ
り
な
が
ら
運
用
函
は
戦
前
と
連
続
す
る
「
皇
室
用
財
産
」
と
い
う
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
陵
墓
は
現
在
に
至
る
ま
で
「
秘
匿
さ
れ
た
扁
文
化
財
で
あ

り
続
け
て
い
る
。
「
外
圧
」
に
弱
い
政
府
に
陵
墓
を
学
術
資
料
と
し
て
公
開

さ
せ
る
た
め
に
は
、
陵
墓
の
「
世
界
文
化
遺
産
」
化
と
い
う
方
法
も
あ
り
得

る
の
で
は
な
い
か
と
高
木
は
提
案
し
て
い
る
。

　
宇
田
川
論
文
は
、
鳥
居
龍
蔵
に
よ
り
ア
イ
ヌ
の
下
位
集
団
と
し
て
分
類
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
「
千
島
ア
イ
ヌ
」
を
考
古
学
的
に
再
考
す
る
。
そ
も
そ
も

「
ア
イ
ヌ
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
の
中
に
は
自
称
を
異
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
集

団
が
含
ま
れ
て
お
り
「
千
島
ア
イ
ヌ
」
も
そ
の
｝
つ
で
あ
る
。
宇
田
川
は
、

内
耳
土
器
、
内
耳
鉄
鍋
、
有
孔
円
板
、
回
転
式
鶏
頭
錆
、
中
堅
形
式
矢
尻
、

手
鉤
、
チ
ャ
シ
な
ど
の
遺
物
・
遺
跡
・
民
族
資
料
の
分
布
か
ら
、
択
捉
島
ま

で
が
北
海
道
と
同
一
文
化
圏
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に

は
「
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
古
代
文
化
」
と
で
も
称
す
べ
き
広
大
な
類
似
文
化
圏

が
広
が
っ
て
お
り
、
鳥
居
の
い
う
爾
千
島
ア
イ
ヌ
賑
の
所
属
は
、
『
ア
イ

ヌ
駈
と
い
う
概
念
と
そ
れ
に
加
え
て
『
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
古
代
文
化
』
を
遺

し
た
集
団
概
念
の
中
か
ら
引
き
出
せ
る
」
と
い
う
「
希
望
的
観
測
」
（
一
八

七
）
を
示
し
て
い
る
。

　
小
松
論
文
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本
人
の
意
識
に
上
る
こ
と
の
少
な

い
「
南
洋
」
が
、
い
か
に
表
象
さ
れ
、
い
か
な
る
現
実
の
交
流
を
み
た
か
と

い
う
問
題
を
、
漫
画
『
冒
険
ダ
ン
吉
撫
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
壮
士
・
森
小

弁
を
通
し
て
光
り
を
当
て
る
。
近
代
日
本
が
ま
が
り
な
り
に
も
「
南
洋
」
を
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意
識
す
る
に
至
っ
た
の
は
小
笠
原
領
有
問
題
が
契
機
だ
と
い
う
。
日
本
の
南

に
広
が
る
「
南
洋
」
は
、
統
治
者
に
と
っ
て
余
剰
人
ロ
の
移
植
先
と
し
て
認

識
さ
れ
、
民
間
に
も
「
南
進
論
偏
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
時

代
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
に
渡
っ
た
森
は
、
当
初
は
そ
の
「
征
服
」
を
夢
見
た
が
、

島
の
複
雑
な
政
治
状
況
を
熟
知
す
る
に
つ
れ
そ
の
不
可
能
を
悟
り
、
首
長
の

娘
を
還
る
な
ど
次
第
に
現
地
社
会
へ
の
関
与
を
深
め
て
い
く
。
商
人
、
軍
師

と
し
て
現
地
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
島
を
訪
れ
る
日
本
入
（
軍
人
、

学
者
な
ど
）
の
「
手
先
」
も
務
め
た
森
は
、
昭
和
工
○
年
、
七
十
五
歳
の
生

涯
を
終
え
る
。
島
の
集
会
所
の
破
風
板
に
は
、
日
本
人
壮
士
ら
し
き
人
物
が

島
民
を
働
か
せ
、
結
果
的
に
は
島
民
が
勤
勉
で
幸
福
に
な
っ
た
、
と
い
う
物

語
が
描
か
れ
て
い
た
。
小
松
は
こ
こ
に
単
純
な
支
配
と
抑
圧
に
は
還
元
さ
れ

な
い
帝
国
日
本
と
南
洋
群
島
の
微
妙
な
関
係
を
見
出
し
て
い
る
。

　
第
三
部
「
民
俗
学
・
民
族
学
の
他
者
」
は
、
清
水
昭
俊
「
日
本
に
お
け
る

近
代
人
類
学
の
形
成
と
発
展
」
、
岩
本
逓
弥
覇
民
族
』
の
認
識
と
日
本
民
俗

学
の
形
成
一
柳
田
国
男
の
『
自
民
族
』
理
解
…
の
推
移
」
、
島
村
恭
則
「
『
日

本
民
俗
学
撫
か
ら
多
文
化
主
義
民
俗
学
へ
」
の
三
論
文
を
収
め
て
い
る
。

　
清
水
論
文
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
入
類
学
と
い
う
学
問
分
野
の
展
開
を

政
治
状
況
と
の
関
係
性
に
お
い
て
通
史
的
に
展
望
す
る
。
田
本
人
類
学
史
は

戦
前
の
植
民
地
人
類
学
と
戦
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
類
学
と
に
大
別
さ
れ
る
と

い
う
。
坪
井
正
五
郎
ら
の
努
力
に
よ
り
西
欧
か
ら
移
入
さ
れ
た
人
類
学
は
、

西
欧
か
ら
観
察
さ
れ
る
対
象
だ
っ
た
「
日
本
人
」
が
自
ら
観
察
す
る
主
体
へ

と
展
開
す
る
試
み
で
あ
り
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
に
規
定
さ
れ
て

い
た
。
植
民
地
の
拡
大
と
平
行
し
て
次
々
と
現
地
調
査
を
実
施
し
た
鳥
居
龍

蔵
は
、
人
類
学
の
重
心
を
現
地
調
査
へ
と
移
行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に

基
づ
く
各
地
域
の
研
究
を
基
礎
づ
け
た
。
や
が
て
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
民
俗
学
と
の
共
同
を
経
て
人
文
科
学
へ
と
接
近
し
た
人
類
学
は
、

昭
和
九
年
の
日
本
民
族
学
会
設
立
に
よ
っ
て
制
度
的
独
立
を
果
た
す
。
総
力

戦
期
に
お
け
る
植
民
地
・
占
領
地
域
の
拡
大
は
研
究
者
を
否
応
な
く
ブ
イ
ー

ル
ド
へ
連
れ
出
す
と
と
も
に
、
民
族
政
策
に
協
力
す
べ
く
国
立
民
族
研
究
所

を
は
じ
め
と
す
る
組
織
的
強
化
が
岡
正
雄
を
中
心
に
押
し
進
め
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
植
民
地
人
類
学
の
展
開
は
、
敗
戦
と
と
も
に
浜
野
に
帰
す
こ
と
と
な

り
、
人
類
学
の
再
建
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
「
名
誉
圓
復
」
を
捲
っ
た
の
が

治
安
維
持
法
に
よ
る
検
挙
歴
を
も
つ
石
田
英
一
郎
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
り
、
植
民
地
下
の
調
査
成
果
を
当
暗
の
植
民
地
状
況
か
ら
切
断
し
て
評
価

す
る
と
い
う
彼
の
判
断
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
戦
前
期
の
調
査
成
果
の
整
理
、

国
内
調
査
、
戦
争
中
に
途
絶
え
て
い
た
欧
米
理
論
の
紹
介
、
大
学
に
お
け
る

制
度
的
基
盤
の
整
備
、
等
々
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
や
が
て
高
度
成
長
に
と

も
な
う
経
済
発
展
は
日
本
人
を
再
び
世
界
各
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
と
送
り
出

し
、
現
在
で
は
世
界
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
人
類
学
界
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
人
類
学
は
、
旧
宗
主
国
の
人
類
学
や
旧
植
民
地
の
人
類
学
と
も

異
な
る
特
異
な
タ
イ
プ
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
今
後
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
人
類
学
に
向
け
て
の
積
極
的
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
論

じ
て
い
る
。

　
岩
本
論
文
は
、
国
民
国
家
論
と
の
関
連
で
賞
賛
と
非
難
の
相
半
ば
す
る
柳

田
国
男
の
思
想
と
方
法
を
、
テ
ク
ス
ト
内
在
的
に
捉
え
返
そ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。
柳
田
の
初
期
の
議
論
が
日
本
国
内
に
お
け
る
異
民
族
を
視
野
に
収

め
て
い
な
が
ら
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
コ
国
民
俗
学
」
の
形
成
に
あ
た
っ

て
そ
の
存
在
を
学
的
対
象
か
ら
遠
ざ
け
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
村
井
紀
は
「
南
島
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
論
に
お
い
て
、
法
制

官
僚
と
し
て
植
民
地
統
治
に
関
与
し
た
経
歴
の
隠
蔽
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
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岩
本
は
こ
れ
を
事
実
関
係
か
ら
遊
離
し
た
批
遡
と
し
て
微
底
的
に
退
け
る
。

柳
田
の
方
法
は
、
膨
大
な
観
察
事
実
の
集
積
か
ら
帰
納
さ
れ
る
法
則
性
の
発

見
と
い
う
手
続
き
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
れ
は
自
説
の
改
廃
を
も
辞
さ
な
い

リ
ゴ
リ
ズ
ム
に
貫
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
～
見
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
映
る
稲

作
農
耕
民
へ
の
偏
重
も
、
椎
葉
村
の
旅
を
通
じ
て
「
経
済
学
以
外
の
理
法
扁

に
よ
っ
て
米
を
栽
培
す
る
人
々
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
「
沖
縄
」
を
包
含
し
「
ア
イ
ヌ
」
を
排
除
し
た
の
も
同
様
の
方
法

的
手
続
き
の
結
果
だ
と
い
う
。
戦
後
の
「
稲
の
塵
屋
」
論
に
お
け
る
自
説
の

変
璽
も
、
新
た
な
観
察
事
実
を
踏
ま
え
た
が
た
め
で
あ
り
、
そ
の
学
的
リ
ゴ

リ
ズ
ム
を
今
一
度
真
実
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
岩
本
は
主
張
す
る
。

　
島
村
論
文
は
、
民
俗
学
に
向
け
ら
れ
た
国
民
国
家
イ
デ
オ
贈
呈
…
や
コ
ロ

ニ
ア
リ
ズ
ム
と
の
共
犯
関
係
へ
の
批
判
を
克
服
す
べ
く
「
多
文
化
主
義
民
俗

学
」
を
提
唱
す
る
。
島
村
に
よ
れ
ば
、
稲
作
農
耕
民
の
研
究
に
偏
重
し
た
日

本
民
俗
学
を
脱
構
築
す
る
可
能
性
は
、
坪
井
洋
文
の
「
日
本
民
俗
の
多
元

性
偏
論
、
野
口
武
徳
の
泥
海
民
研
究
、
山
口
麻
太
郎
ら
の
地
域
民
俗
学
な
ど

に
よ
っ
て
そ
の
萌
芽
を
見
せ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
最
終
的
に
は
「
日
本

人
」
の
実
定
性
に
回
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
人
類
文

化
と
し
て
の
伝
承
（
主
と
し
て
非
文
字
知
）
を
、
性
、
階
層
、
集
団
、
地
域
、

個
人
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
異
、
多
様
姓
に
着
目
し
、
そ
こ
に
お
け
る
差
異
の

政
治
力
学
・
文
化
の
政
治
性
に
十
分
注
意
を
は
ら
っ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
、

新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
（
三
二
三
）
。
具
体
例
と
し

て
、
下
関
市
に
お
け
る
〈
在
日
コ
リ
ア
ン
〉
の
日
韓
一
一
つ
の
国
家
に
ま
た
が

っ
た
生
活
世
界
、
そ
し
て
彼
（
女
）
ら
を
取
り
巻
く
日
本
人
を
も
含
み
込
ん

だ
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
い
て
、
そ
の
多
様
で
流
動
的
な
生
活
実
践
を
捕
捉
し

う
る
多
文
化
主
義
民
俗
学
へ
の
希
　
望
を
表
明
し
て
い
る
。

　
以
上
、
本
書
の
概
略
を
ま
と
め
て
み
た
。
評
者
の
不
案
内
な
ト
ピ
ッ
ク
も

あ
り
、
ま
た
紙
数
も
限
ら
れ
た
た
め
、
各
論
文
の
論
旨
を
ど
こ
ま
で
忠
実
に

再
現
で
き
た
か
心
許
な
い
点
も
な
い
で
は
な
い
が
、
一
応
の
紹
介
と
な
っ
た

こ
と
と
期
待
す
る
。

　
よ
う
や
く
文
字
通
り
の
書
評
を
始
め
ら
れ
る
段
に
生
っ
た
。
紙
数
も
残
り

少
な
い
の
で
手
短
に
い
こ
う
。
本
書
を
通
読
し
て
評
者
が
感
じ
た
唯
｝
に
し

て
最
大
の
疑
問
は
、
本
書
は
、
果
た
し
て
序
章
で
提
起
さ
れ
た
課
題
に
ど
の

よ
う
に
応
え
た
の
か
、
と
い
う
点
だ
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
課
題
は
、

近
代
日
本
の
他
者
認
識
と
自
己
認
識
の
具
体
例
と
し
て
、
民
族
学
と
民
俗
学

と
い
う
工
つ
の
学
問
分
野
の
形
成
と
展
開
を
、
そ
の
同
時
性
と
相
補
性
に
着

目
し
つ
つ
、
国
民
国
家
形
成
や
植
民
地
状
況
と
い
う
「
国
家
の
次
元
」
を
踏

ま
え
て
跡
づ
け
る
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
ず
分
か
り
か
ね
た
の
は
、
こ
の
課
題
に
対
し
て
各
論
考
に
い
か
な
る
役

割
が
与
え
ら
れ
た
か
で
あ
る
。
ど
う
ひ
つ
く
り
返
し
て
も
民
族
学
・
民
俗
学

と
絡
み
そ
う
に
な
い
高
木
論
文
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
く
。
上
記
の
課
題

に
最
も
直
接
的
に
応
え
て
い
る
の
は
、
清
水
論
文
に
よ
る
日
本
人
類
学
史
だ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
応
す
べ
き
日
本
民
俗
学
史
の
役
割
を
割
り
振
ら
れ
た
の
が

岩
本
論
文
、
島
村
論
文
と
思
わ
れ
る
が
、
前
者
は
柳
田
の
思
想
と
方
法
の
検

証
に
と
ど
ま
り
、
民
俗
学
に
と
っ
て
柳
田
が
い
か
に
大
き
な
存
在
で
あ
れ
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
民
俗
学
史
と
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
、
岩

本
論
文
が
「
日
本
人
」
を
対
象
化
し
た
＝
財
民
俗
学
」
へ
の
展
開
を
経
験

的
事
実
に
依
拠
し
た
学
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
の
帰
結
と
す
る
の
に
対
し
、
島
村
論

文
が
、
酒
井
直
樹
の
所
論
を
引
き
つ
つ
「
日
本
人
」
は
経
験
科
学
が
「
経

験
」
し
う
る
対
象
で
は
な
い
と
論
じ
る
時
、
両
方
を
読
む
読
者
は
、
民
俗
学
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が
い
か
な
る
「
民
族
」
概
念
に
依
拠
し
て
ど
の
よ
う
な
学
的
実
践
を
展
開
し

て
き
た
の
か
、
そ
の
通
史
的
展
望
に
思
い
至
る
の
は
甚
だ
困
難
な
こ
と
だ
ろ

う
。
日
本
と
南
洋
群
島
の
関
係
を
一
個
人
の
生
活
史
か
ら
照
射
し
た
小
松
論

文
も
、
上
記
の
課
題
に
則
る
な
ら
、
そ
の
こ
と
と
後
の
人
類
学
調
査
と
の
関

連
性
な
り
比
較
な
り
の
議
論
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。
宇
田
川
論
文
も
同
様
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら
〈
土
人
〉
像
を
あ
ぶ
り
出
し
た
中
村
論
文
も
、

上
記
の
課
題
と
の
関
連
性
を
鑑
み
た
と
き
、
必
ず
し
も
直
接
的
な
主
題
設
定

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
台
湾
を
扱
う
小
熊
論
文
や
ア
イ
ヌ
を
扱
う
木
名
瀬

論
文
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
朝
鮮
、
沖
縄
を
主
題

化
す
る
論
考
も
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
繰
り
返
す
が
、

評
者
は
こ
こ
で
各
論
考
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
に
お
け
る
学
的
達
成
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
各
論
考
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
主
題
に

興
味
深
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
ま
と
ま
っ
た
時

「
チ
ー
ム
」
と
し
て
何
を
目
指
し
て
い
る
か
が
不
明
確
だ
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
史
の
再
検
討
を
通
じ
て
「
人
種
」
「
民
族
」
「
国
民
」
「
文
化
」

「
常
民
」
「
民
俗
」
等
の
概
念
を
再
考
す
る
と
い
う
課
題
も
序
章
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
い
か
な
る
達
成
が
得
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
各
論
考
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
概
念
が
明
確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
ば
か
り
か
、
各
執
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
概
念
に
依
拠
し
て
論
を
展

開
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
～
例
を
挙
げ
れ
ば
、
考
古
・
民
族
資

料
の
分
布
か
ら
民
族
集
団
の
同
定
を
試
み
る
宇
田
川
論
文
と
、
明
治
期
に

「
日
本
人
」
を
実
体
化
さ
せ
る
反
措
定
と
し
て
「
ア
イ
ヌ
」
が
着
目
さ
れ
た

と
論
じ
る
木
名
瀬
論
文
と
で
は
、
依
拠
す
る
「
民
族
」
あ
る
い
は
「
入
種
」

の
概
念
に
相
当
な
隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
学
史
の
再
検
討
を
通
じ
た
概
念

の
再
考
と
は
、
そ
の
学
史
の
「
最
末
端
」
に
位
置
す
る
自
ら
の
依
拠
す
る
概

念
の
再
考
を
も
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
「
潜
時
性
と
相
補
性
」
へ
の
着
目
も
、
各
論
考
に
よ
っ
て
実

現
の
さ
れ
方
に
相
当
の
開
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
各
論
考
は
そ
れ
ぞ
れ
「
内
」

「
外
」
の
い
ず
れ
か
を
扱
う
場
合
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
い
か
な
る
「
同
時

性
と
相
補
性
」
が
見
出
さ
れ
た
か
は
序
章
で
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

「
内
扁
を
扱
う
と
「
外
」
が
疎
か
に
な
り
、
「
外
」
を
扱
う
と
「
内
」
が
見

え
な
く
な
る
、
と
い
う
近
代
日
本
の
自
他
認
識
を
覆
っ
た
ア
ポ
リ
ア
は
、
そ

の
超
克
を
試
み
た
本
書
に
お
い
て
も
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
編
者
や
執
筆
者
た
ち
が
提
起
し
た
課
題
の
大
き
さ
を
思
う
時
、

本
書
に
そ
の
全
て
の
解
答
を
求
め
る
の
が
そ
も
そ
も
無
理
な
こ
と
は
、
評
者

も
重
々
承
知
し
て
い
る
。
編
者
・
篠
原
も
い
う
よ
う
に
「
問
題
の
大
き
さ
を

改
め
て
痛
感
」
（
二
一
）
す
る
他
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
「
他
者
へ
の
理
解

と
表
象
が
行
な
わ
れ
る
さ
い
に
発
生
す
る
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

深
さ
」
（
四
八
）
と
い
う
言
葉
は
、
な
に
よ
り
先
に
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー

自
身
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
雷
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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